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プルシアンブルー（PB）ナノ粒子 1)の応用として、エレクトロクロミック（EC）フィルタを用いた色温度可変

デバイスを報告する。PBは Fe4[Fe(CN)6]3の組成式で表され、700nm付近の可視光領域に吸収波長を有する青色顔

料で、これに電圧を印加すると、鉄イオンの酸化還元によって吸収波長帯が可逆的に変化する EC材料になること

が知られている 2)。  

今回作製したデバイスは、 (Fe,Ni)4[Fe(CN)6]3ナノ粒子からなる EC 膜と、Zn3[Fe(CN)6]2ナノ粒子からなる対極

膜からなる対向電極で電解質を挟んだ構造を持つ。電解質は炭酸プロピレン中に KTFSIを 0.1 mol 溶解したもので

ある。また、PB粒子をナノサイズ化して EC膜の表面積を増すことで（図 1）、カチオン吸着能や表面修飾効率を

向上させた。当初この EC膜の色を橙色、青色、透明に変化させるには、対極膜に対して EC膜にそれぞれ+ 5.0 V、

- 0.4 V、- 1.2 Vの電圧印加が必要であった。しかし、電解質として用いた KTFSIの電位窓は約 1.5 Vであるため、

これ以上の電圧を電極間に印加すると電解質の分解が生じ、デバイスの耐久性が著しく低下するだけでなく、気

泡の発生や酸化還元の可逆性の低下など様々な問題に発展する。そこで、この色温度可変デバイスの色変化に必

要な印加電圧を電解質の電位窓より小さくするために、以下の電気化学処理によって EC膜と対極膜の電位を調整

した。電解質中で白金を補助電極とし、EC膜と対極膜をそれぞれ作用電極として+ 1.2 V (vs SCE)および+ 1.4 V (vs 

SCE)で酸化することで自然電位がともに正に変化し、橙色を発色するために必要な印加電圧は+ 5.0 Vから+ 0.8 V

まで低下した（図 2）。これにより、電解質の電位窓より小さな電圧範囲で動作する EC 色温度可変デバイスが可

能となった。 

      

図 1 PB粒子のナノサイズ化とインク化        図 2 対策前後の CV波形変化 
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